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畑地雑草の地理問分布と義生度
笠 原
1.緒冒
日本列島は東亜の1角に位して南北に長〈北
は亙寒平野から甫は亙熱帯に宜りそとに自生する
高等植物は1万に近〈その内2000、3∞0種主い
ふ豊富なる固有種(Endemicspecies)をもっ
てゐる。さて人類が自然と破主題して作った耕地
の地域に自生する所開雑草は非常に強い侍播カ
を持つ故に人工によって分布され易〈その多〈
は贋汎種 (Cosmopolitanspecies)に属する
ので植物の地理的区分を論やる上に於て余り重
要でないと去はれる畑3。しかし作物もその生育
には多分に地域の集候風土の影響を受けるので
夫k地域による種類や品種の地理的分布が認め
られるのは周知の加くである。圃場祉会に於け
る2大成員である作物と雑草は生存競争の立場
にあるが叉一酉に於てその地域に自生する雑草
を指標として作物の栽増上にも資せる場合がる
る。それで耕地雑草の地理的分布とその発生度
を知るととは耕地雑草の防除の基鍵的研究とし
ても作物生態学に費せる上にも叉重要なる研究
の1っと考へる。本調査は既報した様に帥】昭和
17.四年に於て全国各府鯨在住の37名の植物分
類研究者の御援助を煩した調査回答を骨子とし
て併せて既刊地方植物誌 (17-町と叉後述の数民
の川ー 町t件 72)耕地雑草に関する文献並に著者の
調査を参照として糧めたものである。裁に首題
の第3報として本報畑地雑草の地理的分布と発
生度について報告したい。 71<聞雑草については
第4報として発表の予定である、ヨド報告につい
ては誤謬なきを保し難いので大方の御叱正を得
て将来に於て完成したい、本交を草するに当り
調査の御回答を辱ふした斯界先輩の諸氏に謹み
て感謝の意を表する。
2.地域の区分と聞査方法
地域の区分・・・・・-本邦の植物帯は東E区系に属
し中部日本地方と総括される側、叉それを北海
道と本州四国九州とに 2 区別するもの(~町北宇野
安 夫
(奥羽以北〉中帯(本州四国の大部分)甫帯(和
歌山、高知螺九州〉に分け叉日本森林帯を等温
線によって寒帯、温帯、暖帯林に区分したもの
もある。酒井博士(制}は気温之降水量が最も重
要な無候要素であり其他の要因はとの2者と平
行叉は密接な闘係がるるので縫ってとの2つに
よって日本の気候の大体を把握するととが困難
でないとして先づ北日本、中日本、南目本に3
大別し、更に10区に中区分し(第1図参照〉倫
第 I図日本の気候区分
c 
， 
それを小区分した、盛永氏は{凹〉綜合的に把揖
された生態環境の相遣による本邦の農業地域の
類別は前胞の稲井博士の気候区分と相似してゐ
ると云ふ。著者は農業地域~IJtc.本邦雑草の地理
的分布を知るととが農業の実際上にも必要かと
考へ本報告に於ける地域の区別を上記の気候区
分に従って10区分した。
調査の方法……著者に於て植物名を肥入した
印刷物を港付して(イ〉水問、(ロ〉畑地(ハ〉
腔畔、路傍、空地別にその地方に於ける相対的
な目測上の発生程度を後述の如〈して記入を煩
(M学研究吉宗39轡第3号 11-26買 9151) (91) 
した。実に地域の区別と各調査諸氏の御承諾を
得てその御氏名(敬称省略)を揚け・る。
北 海 道 B及C…北持~~、井上藤二
三陸地方 Ej-'・砦手、岩淵初郎、宮披、敏京遺{言
次郎、鈴木長治
商務地方 Fp・..秋岡、古家骨量八郎、山形、加藤
党助、結城署喜美
北陸地方 Fq..・新潟、池上義f言、富山、菊地勘左
ヱ門
東山地方 El.・樹木i敏中村正雄、和四文昔、岐
阜、故古関裕、滋賀、橋本忠太郎
東海地方 Ek…赫奈川I、松浦茨苦手、静岡、杉本
願一、愛知、加藤新一、三重、失頭献ー
漕戸内海地方 Em...大阪、宇字井縫歳、兵庫、松?華
重太郎、岡山、坪井近三、中野実、小坂弘、山口、
矢野厚、愛媛、山本四郎、徳島、依赤座光市、 日尚
武敏
山陰地方 Fr・-・京都、馬場篤、鳥取、生駒義樽、
島根、原貞吉
北九州地方 En..・大分、野口彩、稲岡、中島一男.
長崎、梶谷峰、熊本、奇書間貸
南海地方Eo...鹿児島、永井亀彦、高知、敵吉永
虎馬、上村登、和歌山、故宇井縫蔵、木梨軍太郎
〈位1.前記鯛査は主に昭和]7.18年の職争中の調査
であるから今日 ζの発表に関して蓮絡の由来ない
お方もあった ζ とをお断りする〉
〈註 2.朝鮮の雑草分布について茨木左右、本ト?翠義雄
樫村一郎の3氏を煩はしたものを外国に於ける分
布の調査に於て参考にした。叉昭和35年に於て北
海道JIl上農試の酒井来場長、徳島麻の鳴門高校赤
海時之、京都学芸大学の岡本三郎、九州大農学部
の清水足元諸氏の雑草に関する書信をも参照した
ので感謝の意を表する。〉
雑草発生量…その地方に於ける相対的な目測
..hの発生程度は衣の援に数度(abundance)に
準やる記号にて表示した。
第I表相対発生量の記号
5 .…・ 1地域内K多数愛生する IC優生〉
4…・・1" 精多〈軍基生する IC次優生〉
3.・H ・|グ 少数だが庚<1忍められる 1Cn寄生〉
2"・H ・1" 点々 と少数音量生ずるもの IC散 生〉，
??
?•• .•
• 
•. •  ? ? ?
?
』
?
極めて稀に宮量生するもの IC稀 生〉
軍量生が夜、められない
3.聞査結果
雑草の定義は種々あるが、箸者は先陀耕地に
(92) 
自生して直接間接作物に害を興へる草本を農地
(耕地)雑草と称しとれを湛水歎態と否かによ
って畑地、7l<聞に区別して夫k畑地、71<.回雑草
とに2大別した。畑地雑草(麦回雑草を含めて)
は先に48科221種と認め強害草51種、害草64種、
自生(畦畔〉雑草106種と発表した。しかし本報
告に於て各地域毎にその発生度を纏めるに際し
て、多くの地域では睦降、雑草であるが、若干の
地域では耕地内に発生するものを弱害草と称し
た。前報より種類が増加し、叉種類に於て若干
訂Eするととろがあった。地域の発生度はその
区域内の各特鯨の平均数度を以って示じた。 sn
ち第2表の如〈である。
第2表の植物学名は主として牧野博士の日本
植物図鑑聞によったが、若干については其他に
ω-34)(町畑川7-S0)tL.従った。叉発生数度の 5.4. 
3. 2. 1.は各種類とも畑地、睦畔、農道、(路
傍)叉は水回との共通種は其等査部を含めた場
合の目測による相対的発生度であって、その数
度の大きいものも必守しも畑地内の大きさを示
してゐない。害草の程度の区別は具体的には夫
k の地域に於て地形、地質、開墾年度、季節、
栽培作物別に各畑の調査を要し、叉その害草度
の決定にはハルステツドの害草評点法f的 (57)に
見る様に除草に対する抵抗性、蔓延の度、土地
掠奪の度、結実及種子撒布、発芽カの程度など
の20項目について調査し、各項に評点を附し
そして総点数の和で最悪、有害、無害雑草に
区別してゐる。それらの方法を参照にして本邦
の事情に誼した項目を再吟味して害草度の決定
を行点、ぺきと思はれるが、ととでは緑、活的に発
生度の平均数度と畑地内と、畦畔、路傍、原野
の何れに自生し易いか、叉畑地内でその駆除の
難易性を考慮してそれを強害草、箸草、弱害草
(睦畔雑草)に区別した。聞、ち主に畑地に生へ
る種類でその発生数度が大体3.5以上のもの叉
は地下部で繁殖するネザサ、ハマスグ、コヒJレ
ガホ、カヲスピシヤクのま日き駆除が困難たるも
のはその発生数度梢少きもとれらは強害草とし
た。その強害草の種類を発生度の順次にとれを
掲げればメヒシパ、スズメノテツホ・ゥ、スペリ
ヒュ、ハコベ、グネツケパナ、スギナ、ノミノ
フスマ、ナズナ、ツユクサ、ニハホコリ 、スズ
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第 2表 本邦畑地雑草の地理的分布と発生度
植物名 Nam聞 oCplant 
????????????? ??? ?????? ?????? ?
CompooItae (36) キク科
Artemioia dubia Wall. ヨモギ
Aster incisu日Fi!K'h. ヨメナ
A・悶bulatuBMichx. .1'ハキギク
A. trinerviuB Roxb. var. congeotus 
Franch. et Sav. ノヨシギク
Bidens bipinnta L. セシダシグサ
B. Crondooa L. アメリカセンダングサ
B. pilo岨 L. ヨセ~1}"~グサ
Crepis japonica DeDtb. オ昌ダピラョ
Centipeda minima O. Kuntzeトキ V サウ
Cirsium arvenae Scop. var.圃etosum
Ledeb. %グノキ Vネアザ主
C. japonicum DC. ノアザZ
Erigeron a目nuusPero. ヒメ守'司 V
E. canadensis L ヒメムカシヨモキ
E. liniColius Willd. アレチノギク
Eclipta alba H86Sk. ダカサプロウ
Hnaphalium multiceps Wall.ハハコグサ
G. japonidum Thunb. チチョグサ
Hemistopta carthamoid句 O.Kuntze. 
キツネアザミ
Inula japonica Thunb ヲグルマ
Lactu伺 dentataMakino = jfナ
L laciniata Makino. アキノ ノゲU
L debilio Maxim. オホジシ，.9
L. denticulata Maxim ャクシサウ
L otoloniCera Maxirn ジ ;v，.1)
Lap岨nahumilis Mllkino ャプタピラョ
L. apognooides Maxim. ::tオ=!i1ピヲ=
Picris hieraeoides var. jllponica Regel. 
カウグ Pナ
Benecio vulgario L. ノボロキク
Siegesbeckia glabrescens Makino 
ヨメナモミ
S. pubescens Makino. メナモ書
品ncbusarvensis L. var. uliginosl均
Tralltv. ハチヂヤウナ
8. oleraceus L. ノゲシ
S.制 perVill. ォ=ノゲV
Taraxacum platycarpum Dllhlst.，sr ~ポポ
Xantbium stru田町iumL オナモミ
Campa目111aceae(1) キキヤウ科
Lobelia radh'ans Thllntl. ア皆、ムシロ
B. C Ej Fp Fq El Ek Fr Em En Eo 
04323 4 554 4 
(+)4 4 4 3 4 5 5 3 5 
000 1 120 322 
4554344434 
?
??
?
?
??
?
?
????
。??
???
?
?
? ?
。 。 ，
???
???
????
。???
?
?
。
??
。?
? ?
???
?
??
??
?
??
?
?
??
???
??
???
???
。?
?
?
??
? ? 。 。
?
?
?
?
?
????????
。??
? 。 。 。 。
????
?? ??
??
? ?
????
?
??????????
??
?
??? ??
。??
??
? 。
。????
?
???
?
??????
??????。
?????
? 。 。 。
??
? ?
?
???
?
?????
? ?
?
? 。
?
。 。 。 。
? 。
???
? ?
?
?
???
。?
?
? ?
。?
?
? 。
???
??
? 。 。 。 。 。 。
?
。??
??? ????
? ?
? 。
?
?
?
?
?
?
?
???
??
、
?
??
?、
4 4 3 3 3 3 3 3 2 4 
53200 0 0 0 0 0 
?
? ?
??
??
??
?
? 。 ?
?
? ?
。 。
?
? 。 。 。
?
? 。
?
? ?
???
??
?????????
?
?
?
??
?
??
444 5 fi 4 O O 3 4 
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3.4 I (!)I IV 
(3.7)10 1 III 
1.1 I A I N(NA) 
4.0 I A I II 
2.3 I A I W 
1.1 Iム IN (NA) 
1.1 I A I W 
~.1 I 0 I IV， XII 
3.6 I (!)I IV， XII 
0.9 I [圃 IVII， XI (E) 
2.8 I A I III 
3.9 I (!)I N(E) 
4.3 I (!)I N(NA) 
3.2 I (!)I N(E) 
2.8 I 0I IV， XIII 
3.2 I (!)I IV 
2.5 I 0I III 
2.0 I 0I IV， XII 
2.8 I 0 I JII 
3.2 101 III 
3.3 I 0 I III 
2.8 I 0I III 
2.6 I 0 I III 
3.9 I (!)I III 
(3.1) I A I II
2.4 10 I III 
3.2 I 0I xrr， XI 
3::|:|:JE〉
3.2 I 0 I III 
1.0 I [画 Ivrr， XIくE)
3.6 I④ I N (E) 
2.6 10 I N(E) 
3.0 I 0I (II) 
2.8 10 I IV， VくOW)
4.'1 10 IIV 
(93) 
Cucurbitacea. (.1) ウリ科
Trichooantheo cucmneroidel Maxim. 
カラ A ウ 9
Valerianaceae (1) オ君ナ"-!/科
Valerianella olitaria Moenck. ノヂサ
Rubiaceae (5) アカネ科
(-lalium Aparine L. ヤ A ムグラ
U. gracile BUDge. ヨザバムグラ
G. verum L. var. )Bcteum Maxim. 
ヵ，、ラ守守同
Oldenl8Ddia diffu凪Roxb フ!il;r<ムグラ
Rubia cordifoliB L var. Mungista -Miq. 
アカネ
Plantaginaceae (めオホバョ科
Plantago lanceolata L "-ヲオホ丹ヨ
P. k田ntochaticaLink %.グオホパヨ
Plantago major L オホバヨ
AcanぬaceBe(1) キツネ;~ =f'科
Justicia procumbens L. キヲネノマ f
j3crophulariaceaeくり f マノハグサ科
Lindemia pyxidaria All. アぜナ
L， An時叫liovar. verl陪nifolia.Hara 
見~メノダウガヲ V
MazuB japonicu8 O. Kuntze. トキハハ廿
M. stolonifer Makino サギf ケ
Torenia crustacea Cham. et Schlecht. 
ウロクサ
Veronica arveDsis L. !ilチイヌ 7 グ P
V. caninotl'sticulata Makino 
イ声ノアタ.1) 
V. persica Poir. オホイヌノフグP
V. peregrina L. ムシクサ
SolaDaceae '，2) ナス科
Phy同Jisangula ta L. セシナリホホ、.，キ
Solunum nigrU1n L. イヌホホグキ
LabiatBe (10) クチピルパナ科
Ajuga decumben8 Thunb， キランサウ
Clinopdium chinense O. Kuntze 
クルマパナ
C. gr配 ileO. K un tze トウバナ
Elshohzia Patrini Oarcke 
ナギナ9コウジユ
Lamiulll BmplexiC'aule L. ホトケノザ
Le(lnur日目白ibil匂U8L. メハジキ
1.0818 gro鴎e鴎rrataMaxim. ヒメジ y
M. punctulata Nakai. イF カウジユ
“lechoma hederacea L. カキドウ U
Pr¥1nella刊 19arisL. (P. asiatica， Nakai.) 
ウザポグサ
Verb叩岨ceae(1) クマザヅラ斜
Verbena 0缶ciuali8L クマツダヲ
(94) 
o 2 1 1 1 3 1 223 
o 0 121 1 3 2 2 
(+)4 4 3 4 4 4 5 4 5 
3 3 3 2 3 3 3 333 
5 3 422 2 3 321 
o 2 132 3 222 3 
o 4 424 3 3 333 
4 3 2 1 22 112 
332 1 0 0 0 0 0 0 
5 5 554 4 4 445 
o 0 003 3 4 4 3 3 
4 3 444 3 4 443 
o 3 2 1 332 2 1 3 
1434434334 
1454434444 
1 2 1 3 433 334 
4 4 334 3 3 3 3 3 
422 133 3 222 
4422334433 
o 0 003 2 3 2 2 4 
o 1 0 0 2 2 1 223 
5 2 3 2 2 2 2 333 
0343234333 
?434343334 
0224324444 
4433323323 
o 3 3 2 3 344 3 3 
o 3 2 222 3 3 3 2 
o 4 2 2 224 334 
o 3 233 4 3 324 
3 4 4 5 434 334 
?433444424 
000 1 122 223 
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1.6 L:>与
1.2 L>. 
(3.7) 
2.9 。
2.7 t与
3.0 L>. 
2.9 L>. 
1.9 口
0.9 口
4.5 @ 
2.0 . 
3.7 。
2.0 t込
3.3 。
3.7 ③ 
2.7 。
3.5 ③ 
2.4 。
3.2 @ 
1.6 . 
1.3 。
2.7 。
2.8 。
(3.1) L:>与
4.2 L:>与
3.0 。
2.8 ① 
2.2 t込
2.6 
2.7 
3.7 。
(3.2) 。
1.3 ム i
III 
N(E】
VIII， VI(Eu) 
III 
V (Eu) 
IV 
IV 
N (E) 
XI 
VII 
IV， XII 
IV， V
IV 
IV 
III 
IV， VI 
N(Eu) 
III 
N(Eu) 
VI'(C) 
N(SA) 
W (X) (C) 
III 
III 
III 
V(Eu) 
VII， VIII 
(Eu) 
VI (A) 
IJI 
III 
IV， VII(A) 
VII(E，NA) 
VII，VIIJ(E) 
Borraginoce回 (2コムラサキ科
Boehrio・pennuIDten・llumFi8Cb. et Mey. 
1'.r. aaperug<岨ide・Moxim.".ナイ H ナ
Trlgonotio peduncalaris Benth. 
キウ Pグサ
Convolvulateae (4) ヒルガホ科
Calystegia beder舵 eaWall. ヨヒルガホ
C. jap.mica Cboby・ ヒルグホ
Cu配uta('bin阻 oioLam. マメダホ V
C. japonica ChoIB1' ネナνカヅヲ
A・clepiadace回 (1) jfffイモ科
MetapleXIs japonica Makino ff jfィー
PriIDulaceae (1) サクラサウ科
Ly・imacbiajaponica Tbunb. ::IナR ピ
Lo cle也roid伺 Duby ヲカトラノオ
umuelliferae (5) カラカサバナ科
Caucalio ocabr・Makino ヲヤプジラ宰
Centella .aiatica Urb. ツポクサ
Hydrocotyle sibthorpioidel Lamarck. 
チ γメグサ
H. WilCordi Ma.xim. ノチドメ
Torili8 Anthriscul Gmel. ヤプジヲ君
Halorrbagacoae (1) ア II/Pウグ歩科
Halorrbagis micrantha R. Br. 
ア ]}/Pウグサ
Oenotherac佃e(2) アカH ナ科
Oeno¥hera Lamarckiana Ser. 
オホマツヨヒタ'サ
0. ooo:"ata Jacq. マツ冒ヒグサ
Violaceae (6) 民主レ科
Viola mand也uricaW. Beck. ス書 ν
V. grypoceras A. Ora7 Pチツポ見書レ
V. verecunda A. Oray "'7ポ見書レ
V. yedoensis Makino ノヂ;;t.~レ
V. japonica Langsd. ヨス主レ
V. luiuo.r Makino ヒメ見書レ
GuttiIerae (4) オトギ Pサウ科
Hypericum japonicum Thunb. 
ヒメオトギ P
H. erec¥utn Thunb. オトギ担サウ
H. Makinoi Lev. アせオトギリ
H.LadU1叫 Koidz. ::I ~オトギ P
Callitrich眠岨e(l) !i'?'''、ヨベ科
Callitriche j， pmica Enyelm. アV~ケ
E日phorbia.eae (6) トウダイ グサ科
A('alypha australis L. エノキグサ
~:upborbja llIaculata L :I =シキサウ
E. bumifu岨 Willd..， yキサウ
E. Helio配o~ia L ¥-ウダイ グサ
Phyllanthus Urinaria L ョミカンサウ
043 3 3 3 3 34 
o 2 3 5 4 3 4 434 
123033343 4 
3434344 3 2 3 
o 0 1 3 123 1 1 2 
3 3 4 4 2 3 3 343 
4 322 2 4 4 2 1 3 
4 3 3 3 3 3 3 3 3 3 
234 433 4 3 3 4 
o 3 3 3 433 323 
000 0 132 424 
o 4 4 4 4 4 4 434 
(+)2 5 3 2 4 4 4 3 4 
5432344424 
? 4 4 3 3 33 3 3 
5 3 423 3 4 4 2 2 
323 2 2 3 3 4 1 3 
344 244 433 4 
5 4 5 4 3 2 4 3 4 5
4 3 5 3 433 3 4 2 
o 1 2 0 1 1 1 120 
012 1 2 2 3 3 4 4 
o 0 0 2 2 2 2 1 21 
011 1 1 2 2 2 3 3 
5 3 4 4 3 4 3 434 
3 3 3 2 3 2 2 2 1 2 
(+)5 5 3 3 3 2 2 2 2 
5 3 1 233 4 3 2 3 
4433334434 
0322444434 
022224322 4 
021 1 133 222 
000 1 2 3 3 3 2 4 
- 15ー
2.9 @ 
3.2 @ 
2.6 ' 3.3 @ 
1.4 61 
3.2 61 
2.7ゴ三
.1 t当‘
3.3 L>. 
2.7 
1.θ • 1 
3.5 。
(3.1)。
3.5 。
一
2.9 。
3.2 
2.6 
3.3 。
3.9 。
3.4 。
0.9 t当‘
2.2 6 
1.2 6 
1.6 t当』
3.7 t当‘
2.3 6 
(2.7) t当‘
2.9 
3.5 ③ 
3.0 @ 
2.3 。
1.7 61 
1.8 
VI 
VIII(Eu) 
111 
IV 
lV. VIII， 
XTII (A) 
JII 
III 
IV， XII 
III 
II 
IV 
VIII 
JII 
IV， VIII(A) 
IV， XII 
N (NA) 
N(BA) 
111 
IIJ 
III 
IH 
III 
11 
IV， XIl 
III 
II 
11 
u 
IV 
N (NA) 
XI 
IV， VII(()羽フ
lV， XIII 
(95) 
P. :U..toumuJae Hayata ヒメミカンサウ
Otlraniaceae (1) フウロウサウ科
UeraniuTn nepalen回 Sweet
ゲ ν/yヨウョ
Oxalidaeeae (2) カダバ書科
Oxalis corniculatlA L. カ f;t~fi:
O. Martinna Zucc. ムラサキカダ同書
ugino師"(16) マメ科
Aotragalu日8InicusL. ゲンゲ
Ca幽iamimo80ideo L Var. NOlllallle 
Malrino カハラケツメイ
Falcata japonIl'a Komar...ヤプマメ
IndigoCera開eudo心nctoriaMatsu皿・
:1..・Yナギ
Kummerowia striata Schindl.ヤハズサウ
L伺pedezapilo岨 Sieb.et Zucc.ネョハギ
L・scriceaMiq. メドハギ
Lotus cOlniculatus L.刊 r・japonicus
&gel fi:ャ=グサ
Medicago denticulata Willd.ウマゴヤジ
M.凪 tivaL. ムラサキウマゴヤジ
M. lupuliDe L ョメツプウマゴヤジ
T. pratt:D偶 L. アカツメクサ
T. repens L. vロツメクサ
Vida hir.uta K∞:h. 70ズメノエンドウ
V. sativa L. カラ Z ノエンドウ
V. unijuga Al. Br・ ナV テV ハギ
V. tetrasperma Moench. カスマグサ
Ho回目前 (8) イバヲ科
Agl imonia Eupatoria L. var・pilo帥
Makiuu キ;/.tヅヒキ
D.れ'hesneaindca F∞ke. '"ピイチピ
1'ot. ntilla Wallichiana Del.，. '"ピイチf
1'. dh;color B .nge. ツチグP
p. Frcyniaua BOIum. 者ツバッチグリ
1'. fragarioides L var. Sprengelian・
Maxim. キジム yp
Rubu目parvifoliusL. ナ!7シロイチゴ
S岨 gui四 rba0鎚ciOllisL. !7レモ=ウ
Crassulaceac (2) ペジケイサウ科
Sedum bulbif...rum Makino. 
ヨモチマンネνグサ
s. .iapon iCUll Sieb. メノマ V ネ V グサ
Crucifera8 (9) ジユウジ同ナ科
C8p田118Bur帥・pastolIsJ.¥Icdic. ナズナ
Cardamine flexu08a With. f;tネツケパナ
Dl'aba nemol'O皿 L. イヌナズナ
Lepidum virginicum L. 
マメグン バイナズナ
N・sturliumindicu凶 DC. イヌガラ ν
(00) 
033 1 233 323 2.8 
454 3 333 333 3.4 
544 444 4 435 4.1 
o 0 002 3 4 3 1 4
041 1 4 4 4 444 3.0 
04443 4 3 3 4 4 3.2 
433 223 2 223 2.6 
02223 444 4 4 2.9 
(+)4 4 4 3 4 4 4 3 5 (3.5) 
o 3 4 2 3 3 3 424 2.8 
4434345434 3.8 
4442344333 3.4 
311121334 3 2.2 I 
211 1 1 131 1 2 1.4 
o 1 101 ~ 2 121 1.0 
542 4 123 3 1 3 2.8 
525 5 3 3 4 4 4 4 3.5
o 4 3 4 3 4 4 4 3 4 3.3 
o 2 2 3 4 3 4 434 2.9 
443323212 1 2.5 
023 3 4 4 4 84 3.1 
5 4 443 4 4 4 4 4 4.0 
(+)5 4 4 3 3 3 3 2 4 (3.0) 
3 3 222 4 4 3 3 4 3.0 
422 2 2 1 2 2 2 (1.9) 
444 2 3 4 2 23 3.0 
2232233 233 2.5 
5 4 4 3 3 4 4 3 3 4 3.7 
(+) 312333 3 2 3 1(2.3) 
o 1 1 133 1 3 3 3 1.9 
o 132 2 2 1 2 1 1 1.5 
O 4 4 4 3 4 O 4 3 4 4.0 
3 O 554 4 4 535 4.3 
(+)4 3 2 2 2 3 3 2 2 (2.3)
032 1 232 332 2.1 
4 O 3 4 4 4 33 4 3.8 
-IG-
OIII 
A I IV 
o 1 VII (C)(.N A) 
. I N (NA) 
OIIII 
A 1 (II) 
③ 1 III 
A I III 
ム IIV， XII 
ム 1(II) 
?
?????
、 ， ，
?
?
〉〉〉〉??
? ?
〉?
?
〈〈 ?
??
??
?
??
?
????
A I V， XI 
01 VII (Eu) 
ム IIV
ム IIII 
ム III
A I III 
ム 1 IV， XII 
A 1 IV， XI 
A I III 
A 1111 
o 1 X (ow) 
③ IIII 
A ¥ vn，X1'くb唱3
，0. 1 N (NA) 
011V 
N. sikokianum Franch. et. Sav. 
2 イ買ガヲ V
N. palultre DC. 見カl/!il=L'ポウ
Rapbanu8 acanthifonnio M. Morel form， 
raphanistroid伺 Hara ハマダイョン
官'hlaopiarven回r..グ ;.<;r<tイナズナ
Papaveraceae (2) ，. '"科
Chelidonium majuB L クサ/'17ウ
Macleya cordata R. Br. ダケa グサ
Ranunculceae (8) キツネノボタン科
Clematis ・piifoliaDC ボFンズル
Pul岨tilacemua Spreng. ヲキナグサ
Ranunculu飽glaberMakino 
キツネ Fボ !il;.<
R. repens L. ^ヒキV ポウゲ
Semiaquilegia adoxoideo Makino. 
ピ~ウてグ
Thaliotrum Thunbergii DC.アキカヲマザ
Caryopbyllace皿 (10) ナダl/::2科
A問 nariaserpylli(olia L var. lept町 la
d岨Reichb. /'f:/ .，':.' 9 
Cer:岨 tiumglomeratllm Tbuil1. 
オランダ書、ナグサ
C. vulyatum L var. gllIDdulo・um
Regel. 害者ナグサ
円aginamaxima A. Gray. ...，メクサ
Silene gallica L. var. quinquevulnera 
Koch. ~;.<テマ
Spergula arvenoIo L. オホヴ メクサ
Stellaria叫uati叫 Scop. ウシハヨ 4
S. uliginosa Murr. / ~ / 7見守
S. media Cyr. ハヨペ
S. lllEdia var. minor Makino. ョハヨペ
Portulac・ceae(1) スペリヒユ科
Portul舵 aolearac eae L ;<. '"" 9ヒユ
Aiz.剖iCue(1) ....，)レナ科
Mollugo otricta L ザクロサウ
Amafautace帥 (6) ヒユ科
Acbyranthes Fauriei Lev. et Vnt. 
ヒナダヰノョ ヅチ
A. japoni四 Nakai ヰノヨヅチ
Amarantuo Blitum L イ買ピユ
A. retroflexuo L アヲピユ
A. Ipinoou8 L "、りピユ
Cel咽 iaargentea L. ノゲイトウ
Cheno肝心配偶e(4) アカザ科
ChenopodiuJD albu回 L "''ザ
C. aJbum L. var. cfntrorubrum M叫ino
アカザ
C. ficifolium Smith ョアカザ'
K∞hia Scop・riaSchrad. ハハキギ
o 0 001 122 1 2 
543 岳 333323
o 1 2 2 0 3 333 3 
422 1 1 1 1 1 1 1 
5 5 4 3 3 3 3 2 3 2
o 3 4 2 2 423 3 2 
o 3 443 433 3 4 
o 3 4 2 1 332 2 2 
4 4 3 5 4 4 3 434 
5 2 2 0 1 0 0 001 
0001223334 
5443343 333 
b 3 3 2 3 3 3 333 
0013343533 
5 4 423 4 422 4 
5 4 444 4 4 岳 3 4 
o 0 031 123 2 1 
4 2 1 0 0 0 0 0 0 0 
3344443334 
3 4 4 4 4 4 4 534 
5445445535 
o 1 1 122 2 3 1 3 
5 5 544 4 5 545 
0232444434 
(+)1 4 1 2 2 2 2 2 1 
2 4 4 3 434 434 
1 4 324 3 3 435 
5 2 3 0 3 4 3 433 
o " 001 1 1 221 
o " 0 0 1 1 1 222 
(+)(+)1 1 2(+)(+フ
ー17-
O.~ I・III
3.3 。VCOL 曹〉XI，XII 
2.0 L>‘ 11 
1.5 d. N (E) 
3.3 。VlI (Eu) 
2.5 L>‘ 111 
3.1 d. 111 
2.2 t込 111 
3.8 01111 
1.1 
1.8 d. I 111 
3.5 I .6. VII，玄I
2.7 10 1(11) 
2.51.I'N(E) 
3.4 。VII (E) 
4.0 @ 111 
1.3 .6. I N (E) 
0.7 ロ N (E) 
3.5 @ V， XI(o"，) 
4.1 @ XI 
4.4 @ XI， VlI(E) 
1.6 d. N (E) 
4.6. @ X (0"') 
2.8 + IV 
(1.7) .6. I 
3.6 @ 11 
3.2 @ W (C) 
3.0 @ N(RA) 
0.8 tミ N(8A) 
0.9 d. I N (J) 
2.6 。VII，XII， (Eu) 
3.7 @ 111 
1.8 。N(包〉
(0.8) I .6. I N (Eu) 
(97) 
Polygonac伺 .e(1'1) ~デ科
Bilderdykia convalvuluo Dum. (P. 
convolvnluo L.) ソ州方グラ
Polygonnm aeotivul1l Makino 
ウナギツカき
P. aviculare L. .:!1ヤナギ
P. Blnmei Meion・(PereicariaBlumei 
Gro回〉 イ買ダデ
P. lapathirolium L. サナ"'~デ
P. nodooum Pero. オホイ買ダヂ
P. minutnlnm Makino 買カポダダ
P. perfuliatum L. イZ〆宰カ P
P. Peroicaria L. ハルダデ
P.R・ynolltriaMakino イタド P
P. sentico・umFranch. et Sav. 
ママヨノ y I買グヒ
R. Acetooa L. ;えイ~
R. Acetosella L. ヒメ?<イ~
R. conglomeratus Mu[ray 
アレチギシギU
Rumex crispus L. ナ jf~ギシギシ
R. criopus L. var. japonicuo Houtt. 
(B. japonicus Meisn.) ギシギシ
R. obtnsifolius L. ヱグノギシギシ
Urticace回 (2) イラクサ科
Boehmeria nivea Gaud. カヲム V
Pilea viridksima Makino アヲ君グ
Moraceaeく2) クV科
Fatou・japonicaBlume. (F. villo岨
Nakai) ク!1クサ
Humulus japonicus Sieb. et Zucc 
カナムタ'ヲ
Saurur配 eae(1) -，.:--グショウ科
Houttynia cordataτ'hunb. ドクダヨ
Iridaceae (1) アヤメ科
Sioyrinchinm an，ustifolium Mill. 
串 P司tキショウ
Amaryllidace腕 (1) ヒガシバナ科
Lycoris radiata Herb ヒ茸r:-~ナ
Liliaceae (3) ユ P科
Alliu皿 nipponicu皿 Fr岨 chet Sav.ノビル
Scilla chinenoio Benth. ザルポ
Tulipa edulio Baker アマナ
Junceae (1) ヰ科
Luznla campeotrio 00. var. capitata 
Miq. ?< "メノヤ P
00皿melinaceae(2) ツユクサ科
00血meJinlcommuniB L ツユクサ
O. bengalenoio L "? )レ~"Yユクサ
Araceae (1) サトイモ科
Pinellia ternata Breit. 'J1ラzピU ヤク
(98) 
401 0 1 000 1 
32202 332 2 2 
544444443 4 
5454344444 
321123243 4 
5 2 4 4 3 3 4 3 3 4 
011 1 2 222 2 2 
5 3 2 2 4 3 3 3 2 3 
00132 333 3 4 
(+)4 5 5 3 4 3 4 3 4 
o 3 3 3 2 4 3 2 4 4 
144 3 344 4 3 4 
5 3 4 3 223 3 2 1 
o 0 1 0 122 2 1 2 
30000 1 Y 0 1 0 
04344 3 3 3 3 4 
42301 1 0 0 0 0 
034 4 3 4 4 3 4 4 
5 334 3 3 2 2 3 2 
o 2 2 4 343 334 
(+)3 4 4 4 4 3 3 3 3 
? 4 4 4 4 4 4 3 3 4 
000 124 3 4 3 4 
02143 3 4 4 4 3 
1 142 3 3 4 434 
1 223 2 4 323 4 
000 2 3 3 3 2 3 2 
4 2 4 444 3 4 3 3 
5 5 4 4 4 4 4 4 3 5 
o 000 0 111 1 4 
3 4 -3 2 3 4 4 3 2 4 
-18-
(0.7) ロ
2.1 A 
4.0 @ 
4.1 @ 
2.5 。
.5 @ 
1.5 A 
3.0 。
2.8 。
(3.5)。
2.8 A 
3.4 。
2.8 圃
1.1 ~‘ 
0.5 A 
3.1 。
1.1 ロ
3.3 A 
3.0 A 
2.8 。
(3.1) A 
3.4 @ 
2.1 • 
2.8 A 
2.9 。
2.6 
1.8 • I 
3.7 。
4.3 01 
0.8 A 
ドーー1
3.2 @ 
N(E) 
XI 
VIII， VII(C) 
111 
VII， VIII(E) 
IV 
111 
IV 
VII， XII(E) 
I 
111 
VIII，玄1，
VII (E) 
N (E) 
N (E) 
N (E) 
(II( 
N (E) 
IV 
11 
IV 
111 
IV 
N (NA) 
II 
I 
111 
111 
XI 
VII， XI(A) 
IV 
111 
Cyperaceae (11) カャ、'7"グサ軍事
Bulb佃tyliobarbata Kuath. ハダタヤ
Carex Royleana Nees. アヲスゲ
Cyp・ruocompreouo L. クグガヤザリ
C.h・konenoioF ranrh. et 8av. 
ヒナ完fヤ、'7J1 
0.1王国panL 司アセガヤヲ P
C. Iria L ョ =r~'H"'I":I !I 
C. microiria 8teud. カャツ Pグサ
C. rotunbul L. ハマ見ゲ
C. odoratuo L イガガヤツリ
C. truncatuo Turcz. var. robuotuo Nakai 
ウvクグ
Li凹carpham.icrωeph・laKunth. 
ヒV ジ'Hヤ'?!I
Oramineae (47) ホ毛ノJ科
Agropyru1I1 semicootatum Neeo. 
カモジグサ
Agr08tis Matau1I1urae Hack. 声カポ
A. poluotrio Huds・2 買カグサ
Alope叩 euoge凶ωh知oL
スザメノテツポウ
Andropogon brevifo1iuo Swartz ウシクサ
Arnndinaria hirta TanBka トダ:;，.
Avena fatuB L カラスムキ
Beckmannia eruc闘 formioHoot. 
カズノョグサ
Briza minor L ヒメョ，.;:-サウ
Bromus japonicul Thunb. 
スザメノチヤヒキ
Cynodon D枇 tylonPeI・- イ芦ム市
B. ('athartkuo V Ihl ギヤウギ:;，.
Cymbopogon Goeringii Hondaオガルガヤ
Digitaria isch剖 mumMuhl var.回 iatica
Ohwi アキメヒシ，.
D. ciliario Per. メヒ:;，.
D. chinenoio Hornem ョメヒ:;，.
Eragr岨tiocili阻阻sioLink スズメガヤ
E. ferruginea Beauv. カぜタサ
E. pilo岨 Beauv. オホ=!7ホヨ P
E. ~iwahokori Honda "'!7ホョ P
Eriochloa villo同 Kunth ナルaピZ
Eleuoine indica Gaerth. ヲヒシバ
E('hin∞hloa Cruogalli Beauv. '"ピZ
Hierochloe odorata BeBuv. カウポウ
Imperata cylindrica Beauv. チガヤ
Lolium temulentum L ，.'タムギ
Microstegium nndum A. Cnmu・・ササ量fヤ
M.i冒cr.nthussIn60RIs Anderos. ;<. ;<.キ
o 2 2 2 3 3 3 333 
1333332 2 3 4 
0002 .2 3 1 323 
o 322 122 122 
0232222212 
0435444444 
042444343 4 
000 1 132 4 3 4 
o 122 2 2 2 323 
3 4 3 4 3 323 1 1 
032 3 4 4 2 224 
244 3 4 4 4 25 
? 4 4 3 3 4 3 3 3 4 
5 442 3 .2 2 122 
5555545 5 4 4 
o ? 0 1 2 3 .2 3 3 2 
(+)4 4 4 3 4 4 4 4 2 
4 2(+)3 1 2 1 2 3 1 
4 2 2 2 3 3 5 534 
o 0(+)1 1 2 4 4 2 3 
(+)3 4 4 3 3 3 3 3 3 
o 1 000 0 2 2 1 0 
(+)1 3 4 3 3 3 4 2 5 
o 2 1 3 3 4 3 34 
4 3 3 3 242 3 3 4 
5555555555 
4(+)1 1 2 1 1 2 3 1 
o 0 221 1 2 233 
4 6 444 3 442 4 
043 1 3 .2 2 3 2 4 
5 5 4 4 5 4 3 5 5 
o 3 3 3 2 4 3 333 
o 3 3 3 443 435 
2545443 444 
4 4 1 3 2 2 1 5 2 
o 4 4 4 4 4 4 445 
1 1 1 1 101 110 
i+)1 4 2 1 2 3 3 3 1 
? 5 5 3 5 5 3 4 3 4 
- 19ー
2.4 。
2.7 .6. 
1.6 ，e与
1." 。
1.8 .6. 
3.6 @ 
3.2 @ 
1.8 争
1.9 .6. 
2.7 。
2.7 。
3.6 。
3.1 。
2.7 
4.7 
1.6 .6. 
(3.3) 。
(1.9) .6. 
3.3 
(1.7) ，e晶
(2.9) .6. 
0.6 ，e・
(2.8) t込
2.6 ，e与
3.1 。
5.0 @ 
(1.6) .6. 
1.6 .6. 
3.8 01 
2.4 。I
4.3 @ 
2.7 。
3.2 @ 
'3.9 @ 
2.5 .b‘ 
3.7 。
0.8 .6. 
(2.0) .6. 
3.7 AI 
IV， VIII(ow) 
IV， XI， XTI 
IV， VIII， 
XIII 
IV 
IV， V， XI 
IV， XIII 
II 
IV，VI， VIII， 
XII (T) 
III 
III， XI 
IV 
IV， XI 
II 
N (E) 
VII，XI(Eu) 
IV 
III 
N (E) 
VII，XI(Eu) 
NくE)
v 
N (NA) 
1アII(ow) 
IV， XIII 
W (ow) 
W (0'1') 
N (E) 
N(Eu) 
IV 
VII，XII(N A) 
(1) 
III 
X (T) 
W(ow) 
XI， VII(A) 
IV 
N (E) 
VIII 
IV 
(99) 
Oplismenuo japonicuI Hond・チヂ書ザサ
Panicnm bionlcatum Thunb. ;!Ilヵキピ
Paap・1百m Thunber~ii Kuntb. 
見ズメノヒ z
P情 annu・L. ;JI.ズメノ方タピヲ
P. nipponica Koidz. オホイチ:r'?ナギ
P. ophondylodes Trin. var. otrictula 
Xoidz. イチ f ツナギ
P. prattnoIB L ナ茸f"グサ
Pennioetum alopecnroid伺 Spreng.
(P.j・ponicumTrin・〉チカラ v，.
Pleiobwtus opp. ホザサ剣
Polypogon Higegaweri Stead.ヒZ 茸f=1 
P. mODspelienoio D帽にハマヒ Z 茸f且り
Setaria luteoceno Hロbbard.キシ且ノヨロ
S. viridie Be・UV. =/:2ログサ
S. yiridio Beauy. Var. purpurascen・
Maxim. ムヲサキ血ノヨロ
SporoCorno e!oogatuo R. Brown 
ネズミ /7
Setaria gig岨 t・aMakino オホ且ノヨロ
Trl伺tU1nbifidnm Obwi カ='}'!Iグサ
Themeda trl岨 dravar. japoniCA Malr.i目。
メガルガヤ
Zoyoia ja刊ni伺 8teud.(Z. pung.no 
Willd.) v，. 
Equi齢 t・(e闘 (2) トクサ科
Equi.蜘 marven酔1.. ;JI.ギナ
E. r町内0・i回imulllDesC. イ買ドクサ
PolypodiiIC伺e(2) ウラポシ科
Pt・ridiumaquilinam Kuhn. !7ヲピ
Pterio multifida Poir. ヰノモトサウ
L1酔di・C輔 (.1) ヵ=クサ科
L11ft刈iU1njaponicu1n Sw. ツルシノプ
1 基 24244 a 4 4 
543 3 3 433 3 4 
(+)4 3 4 4 4 3 3 2 4 
5 4 544 4 4 4 3 5 
03200 1 0 1 0 0 
3 2 2 4 2 4 2 4 2 4 
5 4 4 3 222 222 
(+)4 5 5 4 4 4 4 3 4 
033 3 333 433 
く+)1 2 2 2 1 2 3 3 3 
00001 1 1 323 
543 4 443 3 3 4 
5 4 4 3 3 4 4 4 3 4 
4 2 4 2 2 3 4 3 3 2 
o 1(+)2 2 3 2 3 3 4 
043 1 322 3 2 4 
(+)4 3 5 3 4 4 4 4 4 
022 1 1 433 3 3 
255 3 444 535 
55444 4 5 4 3 5 
11322 1 ? 1 1 1 
5 453 3 544 3 3 
o 2 1 223 3 445 
o ? 0 123 3 3 3 2 
3.2 0 1 IV， VIII 
3.5 。IV 
(3.1)1 0 111 
4.2 @ VII， XIII( 
0.7 。11 
.4 t出品 XI 
2.8 。(N) (ow) 
(3.ηA XIII 
2.8 @ I 
(1.9)1 0 IV 
1.1 . V〈oIwI〉，VIII 
3.7 。VII， XI，(o 
.8 @ VXIIIO ，VIII w) 
2.9 。VIII 
2.0 t当b IV 
2.3 。11 
(3.5) ム VII， XI，(o w) 
2.2 t当b IV， VIII 
4.0 @ IV 
4.3 @ VII， XI， (ow， NA) 
1.3 A V(En) 
3.9 。IV..，VXII-I{ 
VIII 
2.6 A IV 
1.9 AIIII 
備考 (1) 発生数回Eは畑地内のみでな〈陵降其他を通じて金音容を示した。(+)分布するも発生成の調査股蕗の
もの
く2) 50科お8種の内強管.61(0印金国強容草53，圃印北部強害事草3，.南部強轡草5)，望号草1仰
くO印全国書草87，口印北線管草6，.I'P南官官事野草7)，弱書草105.
(3) 1…日本自生種， 11・1日日本自生種， 111..・日本，中国白金種， 日T.・東南アジア，
V…園k洲， VI..北米， VII....米， VIII...アフ Pヵ，
X..・会世界， XI・・・北線アジア， XII..減洲. XIJI..・新熱帯 に分布する日本との共通種，
倫 1，IIを除〈他の大商事分は日本，中国の共沼署置である。 N.化構物，W放浪有産物〈久内氏〉
(4) 原産地 E・'3-'tツパ .Eu... -ラシア， NA...北米， AA…南米， OW.'・旧世界，
1.・印周t， A..・アジア C…ヨ且モポリ /1;:.-
( 5) ナガバグサロ充療アジア自生種のものと牧草としてヨーロザパ主り渡来した嵐官化種がある. メハジ
キはアジア原jJi.， ヤハズサウはジャパンクロ-，.ーと若草して北米で指慣れ濠洲では義堵を紋みられ
てゐる、ナギナダカウジ品はアジアよりヨ F ロ?パヘ移入。
(6) %~ノキヲネアザ~ ， ハチゲ国ウナは面 F ロVパの原iJi.といふIll:と北海道がその分布範閣といふも
のもある。カウタリナ，41;:.-ポポ.カハラケザメイ， ξヤヨグサ，'"ヒキンポウグ， /ξ ノツグリ，
ヰノヨザチ，ギシギV の基本積は庚<1世界に分布するが本表中のものは艶鍾であるので()を附し
た。
(71 本表種類266種中北海道は 101種，奥若者地方は24種，北鐙地方は28種，東山以南に於て8種 を欠Cζ
とが列明ずる。
(1仰〉 - 20ー
、
メノカタピラ、ノピヱ、イヌタデ、ヂシパH、
イヌガラシ、ヱノコログサ、コゴメガヤツP、
トキγサウ、ヤh ムグラ、ノボロギ夕、カラス
ピシヤ夕、ウシハコベ、ヨ=シキサウ、オホイ
ヌノフグリ、ヒルガホ、ホトケノザ、サギゴケ、
アカザ、イヌピユ、ツメクサ、ハナイパナ、キ
ウHグサ、アヲピュ、オホイヌグデ、ドタグミ、
カヤツリグサ、ノグシ、ヨモギ等が熱畑の強客
車である。叉開墾畑に於てはヤハズザウ、ヒメ
ムカシヨモギ、ヒメジヨオシ、ヨモギ、ァνチ
ノギ夕、オホパヨ、スズメノヱシドウ、ハハヨ
グザ、=ワヤナギ、ヰノコヅチ、メヒシパ、シ
パ、ヲヒシパ、ネザサ、カタパミ等が強容草で
ある。以上@印の差益国的強害草として53種を算
定した。各作物畑別及季節別の客車種類は既報
州を参照せられたい。叉北臨と東山地方を境に
して北部の寒温帯地方の強客草として圃印ヱゾ
印北部地方害草6種・印の南部地方筈草7種を
認めた。叉畦畔、農遣、原野に主に生ヒ、若干
の場所に於ては畑地に少数生やるものをム印の
弱害草(畦畔雑草)として 105種を認、めた、計
50科266種の本邦畑地雑草種類についてその分
布と発生度を記載した。その内水固との共通雑
草40種を含む。それらを科別にするとホモノ科
47，キク科36，グデ科17，マメ科16，カヤツ P
グサ科11，タチピルパナ軒、ナデシコ科、各10
種である、他科は10種以下を含む。其他第3，
4表の局地雑草が45種あるので、それを含めば
約310種と見られる。
さて第2表雑草種類の分布とその発生度を見
れほ北海道とそれ以南K於ては可成り異るとと
が判った、 13Pち本土の東山以西南の雑草ほおO
種あるが北海道には、その種類中 101種 39%を
欠き、その反商に北海道のみの雑草24種が見ら
ノキツネアザミ、ハチジヨウナ、ピメスイパの れる、それは第3表に記載した桜花大体に於て
3種があり、+印南部の温暖平野地方の強客車、 寒地性の雑草と本土以南に少ないアτ畑や牧草
ムラザキカタパミ、ョヒルガホ、オラシグミ 地に於てその種子に伴って傭播する欧州系の雑
ミナグザ、ザタロサウ、ハマスグの5種を認め 草である、それ故差引計189種が北海道雑車と
た。叉その発生数度が2-2.5のもの文その発生 見られた。叉その発生度はタネツケパナ属、キ
は3.5以上あるも畦畔、農道に主として生へ畑 ジムシロJ属、カラマツ属、グデ属の雑草が北海
地内に比較的少いものを害車とした。それはO 遣に多く反対にサギゴケ属、イヌ方ウヲュ属、
印の全国的筈草を87種(但し北海道を除く)ロ トウグイグサ属、ミカンソウ属、カヤツリグサ
第 3表 (A)北海道の畑地雑草(14)
Mimulu8師同i1ifoliuol¥[uxi恥くすホバ Sヅホホヅキ)Hydro otyle ramifiora Mu:im. (オホチドメグサ3
・Card副nineRegeliana Fr. Schm. (オホダネヅケバナ〉・Carexlaevirootrio Blvtt et Frieo (オホ方サ月ゲ〉
Art・凶oiavulga由 L.var. Kam旬chaticaB白島(:z.J?ヨモギ)Oalium抑制dO-l回prellumMakino: (オホH
_，......ムグラ)Clinopodium chinen帥 O.Kuntze var. shibetchen回 Koidz.(ヱグクルマバナ)Cynanchum 
caudatum Muim. (イケマ)Polygonum回.chalinen8eFr. Schm. (オホイ T..9) P.回 iculareL var. 
ngetum L・deb.(オホ書チヤ少ギ)Corydalio ambigua Cham. et Schlecht. var. glabra Takeda 1. gemuina 
Takeda C:z.":z. ;:;，-:L'サク)Carex Miyll.bei Franch. (ピヲウドスゲ)Misc岨 thuo oinen81ιAnders. var. 
decompooituo Nakai (x";:Aスキ)Gagea lutea玄er・〈キ月ナノアマナ〉
( H)北海遣の帰化雑草(10)
8pergula marima Weibe (オホザメクサモドキ)S. mu:im・(orm.laevio A帥 etGr眠 b.(ケナV オホV
メ夕刊 Loliumremotum 8chrank. (アマドクムギ)Camelina dentata Pero・〈アマナゾナ)Camelina 
陣tivaCrenz (ナtr主ノアマナヅナ)Br岨 icacamp州市 L 8ub・p.Napuo Hook et Aoders. (-tl;イ圃
ウナダネ)B. jl1nc幅 Czern.et Co個・〈オホバ茸fラシ)B. oler・ceaL. (.，，1、ラ /i1~ ナ) Lychni. Oitll緒。
Scop. (ムギ-tl;;:;'ノウ)Cnscuta Epilinum weihe (アマダホ$0')
備考 本書更は第2表以外に北海誕生にて雑草と認める績獄(s)は主としてアマ畑の錐茸Eの.ィヒ織物を示す。
骨水関よりの樽換畑雑草
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第 4表 地域によって畑地雑草と認められる帰化植物 (22)
G・Iineogapar，i世oraCav. (ハキダメギク)Erigeron f. lahouftiarum ThE'llung (オホアレチノギク〉
Ambroeia al'temioiaefolia L. (プダクサ〉発Erechtiteohieracifolia Raffn. (ダンドポロギク)Xanthium 
canaden舵 Mill (オホオナ毛主) l'araxacum 0崎cinale Weber (セイャウ fjZ;Yボポ) Chenゅpodium
ambrooioides L (ア 1)fjZサウ)-， var. anthenniticcum Oray (アメワカアワダサウ)Amarantus p岨tulu8
Bertol. (ホYアヲゲイトウ)Erigeron philadelphicu8 L (ハルジョ ν)Eragrostio poa剖 M・e・ Bt'auv.
fョスずメガヤ)Helianthuo tuberosu8 L. (キクイモ) Dactyli8 glomerata L. (カモガヤ)Alope('uruo 
praten日i・L.(オホ""，.メノテツポウ)Anthoxanth官m odoratum L. (ハル克fャ)PbleulD pratense L. (オ
ホア17-H^' JJ) Rumex obtuoifolius L. subop. agrestis Daooer (ヒロハギシギシ)Caam回 sycemaculata 
Small (オホayキサウ)Dinefra arabica Tacq.ぐハキダメガヤ)Festuca Myuros L (ナギナダガヤ〉
Achillea Millefolium L. (セイ冒ウノ d ギロサウ)Oxalis Bowi個 naL吋d.(ハナカタ ~~ ) 
備考 第2表以外の雪量生意肥入間査のない腸イヒ継物、・ 9・V ドボロキクも flreweedゐ1種で日本では近時
験災地の跡に繍ってゐると云ふ{甜)Epilobium岨 gustiColium(ヤナギラシ〉 もアメ Pカの山火事跡の flre
wefdである。 1865年の筑後Pシントシ州で数千Z 四カ ~tc繍ったれの。 冒戸ロツパでも ζれは雑草である(8)
北海遣でも火災地に愛生ずる〈制)0
属の雑草が少い様である。日本植物区系域を北
謡選以北と本州以南に区別するのが自然といふ
が¥9)人需によって分布され易い雑草に於ても
津軽海峡を隔てて北海道と本州で可成P分布に
相遣があるのは注目してよからう。しかし北海
道を除〈本土、四園、九州に於ては甫北による
雑草の地理的分布は大差が見られない。若干の
相違を捕寵すれば第2表266種中奥羽に於て24
種 9%、北睡に28種12%、東山以南で6種を欠
〈ととが判明した。それで大体に於て北陸乃至
東山地方を境として北部の空襲温帯. (温帯林地
域)、南部の暖温帯気候(援帯林地域〕にその分
布境界が大別出来る様である。それはき菱地性の
雑草のヱゾメキツネアザミ、ハチジヨウナ、オ
ホツメクザ等が両羽まで、ヱゾオホパコが北臨
まで、ハヒキシホ・ゥヶが東山まで、ヱゾノギシ
ギシが東海までの範囲で雑草として認め得るの
にそれ以南は?分布しない(註、長崎勝海岸には
寒流の影響によってはハチヂヤウナ、ヱゾオホ
バョ 、ェゾノキツネアザミが稀に分布する(~l)。
叉グンパイナズナが北陸以南、ヒメスイパ、ウシ
クグか九州南海では極めて稀である。逆に駿地
性植物のマルパヅユクサは南海には多〈その他
尼は少〈東海まで分布する。コセy.グシグサ、
キツネノマ=1、ムシタサ、ヨイヌガヲシ、ツボ
グサ、ハマヒエガ^-!)等が東山まで、グマツヅ
ラ、ヒメウヅ、ヒメスミレ、コミカシサウ、グ
グガヤツ P、ハマスグ、アマナ、ウシグサ、ツ
ルシノブ等が北臨まで、ノヨルグデか両羽まで分
布し、叉帰化植物のセγナPホホヅキ、ハリピ
ュ、ノグイトウ、ムラサキカタパミ等が東山ま
で、アメ Hカセシグγグサ、=ハゼキショウ、
マyテマ、等が北陸まで、ノヂザ、オラシグミ
ミナグサ、ヒメコパシザウ、スズメガヤ等が両羽
まで分布し計29種がそれ以北に雑草として見ら
れない様である。叉キツネアザミ、カラスウ P、
ウリクサ、コモチマシネシグサ、アレチギシギ
シ、ウシクサ等が東山以北には極めて稀である。
4.本邦畑地雑草の日本以外に於ける分布
ヲたに前謹の本邦の各地に分布する50科266種
の畑地雑草が日本以外に於てどの様に分布して
ゐるか叉その原産地について若干の文献(1-16)(77
-311)(118-48削 4めを参照として調査して見7しそれ
は第2表に於て圏外に於ける分布と原産地の項
にそれを符号によって附記してゐる。叉それを
欧米、東南アジア、アフ Hヵ、北部アジア、濠
酬等に分布する種類数を一括して表示すれば第
5表の様にたった。
旧日本区域の高等植物約1万の内、固有種は
2C削~波別種と云はれるが、前記第2表の本邦
畑地雑草266種中固有種は、イグドP、ヒナグ
ヰノコヅチ、ノピル、ネザサ(ヨメナは北村氏fり
によると固有種で本土西南部のみに分布する)
の僅かに4種にすぎない。而して!日日本自生種
雑草が23種 9.%、目撃の区域に分布する共通種
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第 5表 木邦畑地雑草種類の圏外に於ける分布
分 布
?
考区 備
1 ......日本 の 間 4 1.5 割合はその種類数を 266tcて除したる商である、( ) 
11 旧日本の自生種| 8.6 
内の共泡種類は各地域にまたがるので計は 100%，にな
らない。
m 日本及中国の自生溜| 63 
IV・h 山東南アジアとの共通種 (G2) (23.3) 以下大宮客分は中固にも分布する。
"(~測に分布しないもの〉 42 15.8 アジアの原産と推定・...・H ・..150 
v .・H ・欧洲との共渇積 (95) (35.7) 冒 F ロヲパ原産k推定……....・H ・38
，，(北米K分布しないもの〉 21 7.9 且 F ラV ヤ" -・・・・・16
旧世界グ ........17 
米との同種|例!(内 :1:. 米。 ..........・-…14
IY(園k測に分布しないもの)I ]5 I 5.6 熱 宅密H .5 
原産地不明の;:>;<.号d(9 T ;:，-.・H ・5
VII 欧米との共通種| 74 分耳宮原産地の不明のもの・・.・H ・..1 
VIlI..・ァァ 9 :b 2:.口Lのな英い語もの種両川什 (35) ζ13.2) 
グ〈厭測に分布 8 3 
玄1..・北郁アジアとの共語種|例 1.ω〉 .鯵3表の北海道雑草を入れば15.1%となる。
XII 濠測との共語種|例 |ω 〉
玄111 新熱帯との共語種I(10) I (3 
N..・H ・.... イh 箱 物|例 1"(18.0)"本記載のB静化植物要員は第2表のものを示し!鯵3.4表
W...…・・放 浪 植 7 2.6 
を合すれば80種となる。
は中国に分布の不明なる帰化植物を除いて約
2却種と推定される。内日華の自生種が63種あ
る。叉欧洲との共通雑草95種、北米との共通種
89.種、内欧米両者との共通雑草74種(北米のも
のはヨーロツパより移入した種類が多いが、逆
に北米から欧側への移入も若干ある〕即ち計110
種41%tc達する。ヲえいで東南アジアとの共通種
が多くて62償~%である。アフリカとの共通種
35種、北部アジアとの共通種が31種、其他濠洲
との共遁種29種(その多くは欧洲系のもの〉
新熱帯との共通種10種である。欧米との共遁種
が多いが、 それらを原産地別にすると、欧訓38
種、ユーラシヤ16:種、!日世界17種、北米1備、
その他原産地不明のヨスモポリグγが数種あ
る。 i又アジアより散米に移入したものが若干
ある、残余の約150種は恐らくアジアの原産と
恩はれる。 ヲたに日本に於て近世以来大体記録に
明かな狭義の帰化植物雑草と認、める種類がN印
の48種と第3，4表の局地的帰化雑草を合すれ
ば全部で80種ある。それらはヨーロツパ原産45
種、北米原産16種、.欧亜の原産8種、熱帯アメ
りカ8種其他1種に分けられる。 ヲたに世界的に
贋〈分布する雑草種類について述ペんに、!日世
界の原産とするナヅナが欧洲、ペルシヤ、印度、
支那、日本、北米、カナダ、南米チy-、南ア
フりカ等殆んど全世界に分布している。又原産
不明とも云ひ旧世界熱槽原産とも云ふととろの
スベリヒユが欧洲、ェヂプト、印度、南アフ F
ヵ、日本、 支那、 ジヤパ、フイリツピン等の貰
範閣に分布する。其他新!日世界の温帯、寒帯、
熱帯、濠刑、其他等にも分布する種類はヨ戸ロ
ツパを原産とするノポロギ夕、オ=ノグシ、ノ
グシ、(ヱゾノキツネアザミ、ハチジヨ ウナ)、
h ラオホパコ、シロツメクサ、カスマグサ、ハ
- 23- (103) 
ヨペ、ミミナグザ、ヒメスイパ、ハルグデ等が
あP、ョたにューラシヤの原E震にはヤA ムグラ、
オホイヌフグH、グチイヌフグH、ウマゴヤ
シ、スズメノヱシドウ、シロザ、ハハキギ、ス
ズメノテツポウ、スズメノカタピラ、叉旧世界
原産にはヲナモミ、タチツボスミレ、トウグイ
グザ、 コミカンサウ、ギヨウギシパ、 メヒシ
メ、アキメヒシパ、ノピェ、キシヱノヨロ、ヱ
ノコログサ、叉北アメリカ原産にはヒメムカシ
ヨモギ、ヨ=シキサウ、熱帯原産にはウリク
ザ、ハマスグ、アヲピュ、ヲヒシパ、及びアジ
アの原産にはメハジキ、ヤハズザウ、チドメグ
ザ等があり、叉セングシグザ、:::1-11:シグング
ザ、イヌホホゾキ、ムシクサ、ワヲピ、イヌピ
ュ、カグパミ等のコスモポリタン種と称される
ものは何処かその原産地が確言出来ないものが
るる。
しかし以上国外に於ける分布は文献によって
同ーの学名(異名をも含む〉のものを同種とし
て取扱ったもので中には異種や獲種の混同も計
られない。兎も角との様に畑地雑草には外国と
の共遁種が多いのは独り本邦のみに見る現象で
たいととが各国の雑草種類の Hストによって知
られてゐる。その例として欧洲、米国、フイリ
ツピγ、=ユージラシドの雑草種類について次
の若干の文献を引用して見売。
E. Quisumbinfi18{1923)はフイリツピン雑
箪の大部分は外国の原産である。記載16科却種
わ内芳、轍的K侮播したもの10種(内三種は疑は
Lい〉残りの49種は無意識的に傭播して来た。
その内南北アメリカの原産が18種、t:p度2種、
東洋及ヨーロツパ7種、旧世界より 2種、残P
i7種は原産不明である。アメリカの農務省年報
(1船5Y16tt:よればアメリカに於て最も厄介な
樵尊200種生リストしたがその内自国産が92種
ぁp、業他は外国から移入したものである。ヨ
ーロツパ64種、旧世界20種、熱帯12種、コスモ
ボリグン5種、南アメりカ5種である。叉 L.
H. Pammer:町(1920)も叉アメリカ東部に於
てはヨ戸ロツバ原産の雑草が多い、それが優占
的である中、南都及太卒洋岸では在来の自生種
が相当多いととを記してゐる。 W.C. Muen-
8cher'問(1935)はアメリカの北部K発生する
雑草反泊種ゆ在来の自生種は196;種で全体の39.6
%であり、残りの304種、印.8%は外国の原産
である。その内177種35.4%がョー ロツノξ、船種
13.2%がューラシヤ、 15種が熱帯アメリカ、 12
種がアジアから渡米した。その北米500種の雑
草種類たしらべて見ると中に日本にある雑草が
70余種ある。同氏は旧世界から来た雑草は長い
期聞にEって耕地に生存して遁躍してゐる、そ
れで耕地に対して適際期聞をもたない北米の自
生種より外国種がより以上の抵抗と害を輿へる
といふ意見が一般にもたらされてゐると云k。
Dewey(I:1は数年聞に舶の底荷で103種の雑草
が南米より=ュージヲシドに到着したと云J、
が、一方L.Cockayne向(1932一部)によれ
ばエユージラシドに於ては目印種の在来の自生
種と多くの獲種間雑種、叉は種間雑種の他は外
来種が臼O種ある。叉=ユー:)ランド南島の低
い草原では在来種216，外来種目種がある、後
者は裸地に多くそれは帰化種といふより寧ろ一
時的な侵入者(偶着者)である。叉外国種が在
来種を圧倒してしまったと云ふ一般の設には賛
成出来ない、外国種と在来の自生種との生存競
争は考へられてゐるよ:!Jは割合少い、それは両
者聞に異った生活型があって不安定な土地(度
々耕起等を行ふ土地の意味か)には外国積、反
対に安定した土地には自生種が多〈生育する、
叉低地の平坦部には外国種が見られ、高度が高
くなるにつれて自生種が多くなる。ノルヱーの
E. Korsmo(匂(1935)は欧酬の雑草加6種&掲
げてゐるが、その種類は欧洲、北米、カナダの
何れにも分布する共通雑草が最も多く 247種あ
り、叉欧洲と北米との共通にしてカナグにない
種が僅かに12種ある。そして欧洲のみに分布す
る雑草は44種である。その雑草種類在調査して
見ると約200種は日本で見ちれない種類である
が約100余揮が日本にも分布するととが判明す
る、そして彼我共通雑草が約75種あるoW. E. 
Brenchleycり(1920)が英本国の雑草を約2却
種記載してゐるが、その内日本にもある植物は
約加種あり、内日本でも雑草と見られるものが
40絵種ある。
との棋に北米英の他の固に於ても勿論各k自
生種が見られるが叉害草度の高いものは古くか
ら耕地に遁癒した!日世界の雑草が人類の交易に
伴って仰熔蔓延して来たととが判明した。しか
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外国種が渡来しでもその地域の葬式候的土地的環
境によって、その侍播繁殖に先つ市l限を受ける
が耕地といふ人工の加はった裸地不安定な土地
的環境郎ち開墾から耕作、作物栽培の僚件下に
於てもよく生存を続ける誼腹形質をもった雑草
が交通と共に倒播する大きい要因に違ひない、
(耕地雑草の種類の生活型については続報の予
定)本邦に於て狭義の帰化植物と認めるものは
(a，;-田山 -43)(53)徳JIl時代後半以後特に明治維新後
の西欧・北米等との交易の盛んになるに伴ひて
渡来したものであって、それが市街地、鉄道、
道路の雑草化し、叉畑地雑草としても可成り多
く、しかもそれが一般に害草度が高いのもとれ
が詩である。叉もともとアジア大陸に接続して
ゐたといはれる日本であるから欧Eにまたがる
贋い分布をもっ共通的自生植物の雑草化したも
のもあらうが農耕に相当古い歴史をもっ我固に
於ては古い時代の交易に伴ふ前川博士側}の所
謂史前帰化植物もあって在来の自生種との区別
がつかなくなってゐる。それで中国、欧渉H乃至
北米、東南アジアとの共通種が多い原因と思は
れる。第5表に旧日:本及日華自生種と記したも
のは現在の分布範囲を示したのであるから古い
時代に中園、朝鮮、台湾等から渡来してヌ弐的
フロラとなったものを含むかも知れぬ。かく本
邦畑地雑草は固有種が箸しく少くして多くは外
国に分布する共通種である所以と思はれる。
与しとは幅井博士の気候区別によって各地域別
に畑地雑草の種類と発生度についての総括的な
報告であって、大休に於てその全貌は把握出来
ると思、ふが、各区域内に於ても場所によってそ
の種類、発生度は異るのでより詳細具体的なる
生能的分布の調査が更に必要である、将来多く
の研究者によって、夫身地方雑草のフロラ、生
態、客車度等の調査が進められて本邦の耕地雑
草に関する生理生態の研究が進むととを念願し
たい。
6.縄 要
1) 194伴以来全国在住の37名の植物分類研究
者の御援助乞煩した調査回答生骨子として既刊
の地方植物誌、耕地雑草種類に闘する文献並に
著者の調査を綜合して設に主閣の第3報畑地雑
草の地理的分布と発生度について誼ペ売。
2) 本邦の地域の区分は幅井博士の気候区分に
縫って北海道 (B及C)，三陸 (Ej)，両羽(Fp)，
北陸 (Fq)，東山 lEl)，東海 (Ek)，瀬戸内海
(Em)，山陰 (Fr)，北九州 (En)，南海 (Eo)
に10区分した。その地域に於ける雑草発生度は
目測によってその多少を数度 ~~ndance) に
準じて表示した。
3) 拾に雑草とは耕地に自生する作物以外の草
木を称した。但し牧草等の逸出して野生化した
ものも含めた、各地域の分布、発生度を調査し
た結果その種類は50科266種と認めた。内却種
は水田と共通種である。とれ~発生度及び耕地
内に多いか睦昨に多いか又駆除の難易の程度に
よって、強害草61種(全国強筈草53，北部3，
南部5)害草100種〈圭国害草87，北部6，南
部7)弱害草106種に分類した。その種類と発
生度は第2表に記載した。尚北海道其他の局地
的雑草を第3，4表に記したそれは46橿あるの
でとれを含めば全部で約310種と見てよい。
4) 北海道の畑地雑草は本州以南とは相当に異
るのは注目してよい。 gpち第2表266種の内101
種39%が北海道には見られ守、謹K寒地性植物
及アマ畑等の帰化雑草が24種見られる。
5) 北海道を除外すれば東北地方に於て24種、
地陸で28種東山以南の地は6種類を欠く外は各
地域によって雑草の種類及その発生度には大差
が見られない。
6) 本邦固有(特産〕の畑地雑草は266種の内
僅かイタド目、ヒナグキノヨヅチ、ノピル、ネ
ザサ、 4種にすぎない。又旧日本の自生種23種
9%、日本及中国の共通種は約220種あり、内
臼置は目撃の自生種である。欧洲との共遁種95
種、米国との共通種89E重41%に達する、(米国
の雑草は主に欧洲から移入)0";衣が東南アタア
との共通種62種であった。それら共通種は元来
旧世界に寅〈分布する自生種の他に明に帰化植
物と見られるものが48霞(第3，4表記載を通算
して80麗)認められた。又古い時代に渡来した
前川博士の史前帰化植物をも含むであらう。
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